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③有害物質貯蔵指定施設を設置する場合 [39 ページから 45 ページまで] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

放流先 

共通 施設種類 

有害物質の使用 

該当する部分以外は二

重線で消す。 

有害物質貯蔵指定施設に

チェックする。 

有害物質貯蔵指定施設を

設置しようとする工場・

事業場名及び住所を記入

する。 

【届出者が法人の場合】 

名称・本社住所及び代表者

職氏名を記入する。 

【届出者が個人の場合】 

事業主の住所・氏名を記入

する。 
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主要製品の名称を記入する。 

年間当たりの工業出荷額（予定

額等）を記入する。 

届出に係る事業場の従業員のみ 

（本社、他の工場等は含めない。） 

この部分は必ず

記入する。 

本社ではなく、事業場の担当者

を記入する。 
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複数の施設が存在する場

合は添付図面に対応した

事業場内における番号と

名称を記入する。 

貯蔵にチェックを入れる。 

貯蔵施設の型式を記入す

る。（例 タンク、貯槽、

地下ピット等） 

施設の構造材料・材質等を

記入する。カタログ・資料

等がある場合は添付する。 

地下ピットの場合は厚み

も記入する。 

施設の大きさを記入する。 

（構造図等添付） 

最大貯蔵量を記入する。 

事業場内の建物の名称・位

置等を明記した別図（添付

第２図）に、貯蔵施設の配

置が分かるように記入す

る。屋外、屋内、地上、地

下の区別も記入する。 

各予定日を記入する。 

床面は材質（コンクリート

等）、被覆の有無等につい

て記入する。周囲は受け

皿、防液堤、側溝等につい

て記入する。 

防液堤や受け皿の容量に対し、貯蔵施設の容

量が大きい場合の対応等を記載する。 

（防液堤や受け皿においては、原則、貯留量

が最大貯蔵量より大きい必要がある。） 

(例 常時貯蔵は最大容量 60％までとし、 

防液堤の容量を超えない範囲で使用する等) 
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別紙 12 と同じ内容を記入

する。 

施設に付帯する配管や排

水溝等を記入する。 

地下にあるものはその旨

を記入する。付帯する設備

がない場合は「無」と記入

する。 

設備のうち主なものにつ

いて寸法を記入する。 

建物の名称・位置等を記入

する。設備の地上、地下の

別は別図に記入してもよ

い。 

各予定日を記入する。 

必要に応じて、有害物質を

含む水の流れの有無を記

入する。 

設備の材質や設置状況等

を記入する（例 ポリプロ

ピレン製架空配管等）。ま

た、検知設備があれば記入

する。 

点検内容・頻度は 76～82 ページを参考に記入する。詳細は、環

境省マニュアル『地下水汚染の未然防止のための構造と点検・管

理に関するマニュアル』に記載されている。 

https://www.env.go.jp/water/chikasui/brief2012.html 
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別図（添付第２図）に設置

している場所を記入する。 

（45 ページ参照） 

操業の系統の中で、貯蔵施

設の使用目的を記入する。 

当該施設への有害物質を

含む水の供給時における

使用時間間隔を記入する。 

連続使用の場合は○時～

○時、間欠使用の場合は頻

度等 

季節変動がある場合には

具体的に 

４月～５月 多い 

12 月～１月  少ない  

などのように記入する。 

貯蔵する有害物質の種類

を記入する。 

含有率がわかる場合は記

入する。 

１日当たりの使用時間も

しくは１回当たりの使用

時間を記入する。 

必要に応じて、貯蔵する有

害物質を含む水の取り扱

いについて記入する。 

別紙 12 と同じ内容を記入

する。 
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添付図面の一覧を示す。 

貯蔵施設まで搬入される経

路、貯蔵施設から搬出され

る経路を記入する。 

必要に応じて、別図やフロ

ーシートを添付する。 
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この図面は、別紙 12、別紙 13、別紙 14、別紙 15の添付資料の例です。 

既存の図面を活用し、不足する箇所を追記して作成した図面でも構いません。 

 

 


